
5100系・
7200系に比べ
古い車両ですが、
良く走り運転しやすい

車両です。

運転課 岡田運転士
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能勢電鉄とお客様をつなぐ沿線かわらばん
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※お問い合わせ先の記載のないものは発行元にご連絡ください。　※イベント開催の可否・内容や時間などは予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。
※本紙記載の価格には、消費税が含まれております。　※記載の内容は10月17日現在のものです。
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●ハイキング情報は、能勢電鉄ホームページ内「おでかけ・沿線情報」ページの「のせでんハイキング」をご覧ください。

のせでんの最古参車両

“レジェンド”と称される
「1700系」の歩みを辿る！

ファンの心を掴むオリジナル塗装

1960年に阪急電鉄神戸線用として、ナニワ工機（現・アルナ車両）で製造された
1700系車両（元阪急電鉄2000系）。優れた通勤形車両として、1961年には「鉄
道友の会」より第1回ローレル賞を授与されました。2020年11月に記念すべき誕
生60年を迎え、今なお皆様の通勤通学の足として走り続けています。

主力車両として第一線を走り出す 快適な車内環境を叶える「ミンデンドイツ式」
新たに能勢電鉄の車両として走り出した1700系
車両。性能にも特徴があり、台車部分には「ミンデ
ンドイツ式」を採用しています。これにより左右の揺
れが少なくなり、高速走行時にも安定した走行が可
能になりました。他にも車側灯のLED化や、電子
ホーンの取り付けによる警笛の二重化を実現。また、この1700系車両の増備を
もって、当社の全車両が冷房完備となりました。

1700系車両は、これまでさまざまなオリジナル塗装で注目を集めてきました。1990年の導入に合わせ、これまでの1500系の塗装色から大きく変更。
躍進と希望を意味するオレンジをベースに、沿線の豊かな緑をグリーンのラインで表し、乗務員室の扉付近でラインを切り返して能勢電鉄のイニシャ
ルである「N」を表現しました。1993年には新しい経営理念が制定され車両塗装を変更することとなり、アイボリーをベースに青と赤のラインを切り返
した「テスト塗装車A」や、鮮やかな朱色のラインが印象的な「テスト塗装車B」などに塗装。試行錯誤を繰り返しましたが決め手がなく、最終的に宝塚
大学にデザインを依頼しました。車体色はアイボリーをベースとし、扉をオレンジ色に。その両脇には電車内に迎え入れる係員の白い手袋をイメージし
たホワイトを施し、新たな塗装（フルーツ牛乳）色として1994年6月に運用を開始しました。他にも“日本一の里山”と呼ばれる川西市黒川地区の里山
風景をイメージした「里山便塗装車」などがあり、歴代の中で最も多くのオリジナル車体色を施された車両としても知られています。

1700系車両は、元阪急電鉄2000系で初めて回生ブ
レーキと定速運転制御を装備し、「人工頭脳電車」や
「オートカー」と呼ばれた車両です。1990年から1992
年にかけて、アルナ工機（現・アルナ車両）にて当社線
用に車両改造工事を実施。610系（旧型小型車）の代
替として、また更なる輸送力の増強や保安度の向上を
目的として9編成36両で導入しました。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、優待施設の休業や営業時間が変更になる場合がございます。最新の情報は各施設へお問い合わせください。
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2022年10月17日発行

次回の「のせでん春号」は
2023年3月中旬アップロー
ド予定です。お楽しみに！
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1990年 導入時 1993年 テスト塗装車A 1993年 テスト塗装車B 1994年 フルーツ牛乳色 里山便塗装車


